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えっ、怒りっぽい？
　妻から“怒りっぽくなった”と言われる、今日この頃。
　そう言われてみればそのような気もするし、そうでは
ない気もします。余裕がないのか？ 忙しいのか？ いや
いや、特にこれと言って理由はありません。何となく子
ども達にガミガミ怒ってしまう事が多くなったように思
います。長男は４歳半になり、そろそろ“ワガママもい
い加減にしなさい！”モードですし、次男は“イヤイヤ期
真っ最中”ですし、ガミガミ言いたくもなる状況ではあ
ります。勿論、ガミガミ言ってばかりなのは反省してい
ますが、大人も自分の心に寛大さがないといけないので
しょう。休みの日くらいはガミガミ言わないで、優しく
我が子に寄り添ってあげたいのですが…これがなかなか
難しいのです。

長男の自転車事情
　長男の３歳の誕生日（１年半前）に『自転車』を買い
ました。この自転車がなかなか優れもので、ペダルを取
り付けずに足で地面を蹴って乗る『ランニングバイク仕
様』と、ペダルを取り付けて乗る『自転車仕様』と２つ
の遊び方が出来る１台で２台分お得な自転車です。もち
ろん購入した時は、前者の遊び方のみで、まだまだ自転
車を漕ぐという事には至りませんでした。
　そんな中、実は一度だけペダルを取り付けた時期があ
りました。「生温い事をせずに、何度も転ばせながらや
っていたら、すぐに乗れるようになる！」と突然、安易
（でスパルタ）な考え方を思いついたからです。わざわ
ざ自転車屋に持って行ってペダル取り付けてもらうのも
面倒だったので、私が説明書を見ながらペダルを取り付
けましたが、これがなかなか骨の折れる作業で…。１時
間近く悪戦苦闘し、やっとのことでペダルは取り付けら
れました。（正直自転車屋に持って行った方が早かった
ような気が…）苦労の末、取り付けられたペダルでした
が長男はまったく漕ぐことが出来ず、練習する気もまっ
たく見せず、挙句の果てには「前みたいにして欲しい」
と無情な一言を言い放つ始末。結局すぐにペダルを取り
外す事となりました。（あの苦労した時間を返せ！）そ
してお察しの通り、ペダルを取り外す作業もこれまた面
倒で“もうしばらくペダルの取り付けなんかしない”と心
に誓ってから、今日まで長い長い月日が流れてしまって
いたわけです。

またまた夫婦の運動神経の話
　ふと考えてみれば、長男は４歳半。妻曰く「私は４
歳の時には一人で“勝手”に自転車に乗れるようになって

いた」との事。この「勝手に」
というワードが、また自身の運
動神経の良さを匂わせてきます。
ちなみに私は確か５歳くらいの
時にやっと乗れるようになりま
した。（運動神経の差がここで
も顕著に表れていて、正直ムッ
とします）という事は、長男も
そろそろ乗れてもおかしくない
時期。今こそ、（あの面倒なペ

ダル取り付け作業を乗り越えて）自転車の練習に取り組
む時が来たのだと、夫婦の意見は一致しました。

いざ、自転車の練習開始
　（さすがに何回も取り外しをしているので）スムーズ
にペダルの取り付けも終わり、いよいよ自転車の本格的
な練習が始まりました。さぁ今回はどんなものかと思っ
ていたら、これが思いの外すぐに乗れている長男。最初
は体を支えていたのですが、手を放しても難なく進んで
いきます。ペダルの存在が真新しいのか、すぐに漕いで
いる足元に目線を落とすので少し危なっかしい所と、ブ
レーキの仕方を教えていなかったので止まり方がぎこち
ないくらいで、以前とは比べ物にならないほど安定して
います。
　唯一“漕ぎ出し”だけが難しく、私や妻に体を支えら
れていましたが、何度か繰り返す内に「手伝わんとっ
て！」と言って補助を振り払い、自分自身で試行錯誤し
始めました。“気が弱い甘えん坊”の長男からそんな逞し
いセリフを聞けるとは、夫婦で驚きました。そしてその
直後、彼は漕ぎ出しにも成功し「やった！！」と嬉しそ
うに帰路に着きました。

優しいひととき
　その日の夜。眠りに就く寸前の長男に「今日は、自転
車の練習頑張ったね。乗れるようになって格好良かった
よ」と小さい声で話しかけると、ニコッと笑みを浮かべ
「また一緒に練習しようね」と呟いて眠ってしまいまし
た。その寝顔は、とても喜びと自信に満ち溢れた表情を
していました。自転車の乗り方は『非陳述記憶』といっ
て一度覚えると一生忘れる事はないそうです。
　長男が努力して自転車に乗れるようになったように、
私も優しい言葉掛けが出来る様に努力しよう。そしてい
つかその優しい言葉掛けが私にも子ども達にとっても
『非陳述記憶』となるようにしようと思う、今日この頃
なのです。

優 し さ の 記 憶
あけぼのぽんぽこ保育園　主任　三倉　敏浩

連載：父親の子育て奮闘記『父親、入門編』　 第12回
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